平成２９年度　学校評価実施報告書（別添様式８－２）

学校名（　　洛風中　　学校）
（１）「確かな学力」の育成に向けて
	重点目標
・「学習確認プログラム」の分析とプログラムに関わる資料の活用
・新学習指導要領を見据えた洛風中学校の新しい教育課程づくりの工夫
・「学習のめあて」（学習のしおり）を明確にした授業展開と「わかりやすい指導と評価」の一体化を図る

	具体的な取組
・授業での「めあて」を明確に提示する。
・学習確認プログラム他の取組とその検証等を行う。
・各種調査およびプログラム参加への負担の軽減と意欲の向上を図るため、生徒や保護者へ説明責任を丁寧に果たす。
・５教科の各主任で、生徒の学習状況分析と事前事後の取組への活用を検討する。
・「学習のしおり」と「指導と評価の一体化」を、具体的な資料にまとめ、生徒および保護者への説明責任を果たす。
・自己肯定感に基づく学力向上にむけた取組を企画・検討し、ミーティングおよび学年会等で、取組の全体への共通理解を図る。

	（取組結果を検証する）各種指標
＊学習確認プログラム
＊生徒アンケート
　　・先生は授業をわかりやすくするよう工夫していますか。
　　・学校での授業を大切にしていますか。
＊保護者アンケート
　　・子どもに合った授業を理解し，基礎基本的な学力が身についてきていると思う。
　　・子どもは授業を理解し，基礎基本的な学力が身についてきていると思う。

	各種指標結果（１回目）
＊学習確認プログラム
　・予習シートの活用に加え，SH･Tの時間を活用した学習会を設定したり，朝読書の時間等の活用で質問しやすい環境作りをする。
＊生徒アンケート
　・先生は授業をわかりやすくするよう工夫していますか。87％が肯定的な評価
　・学校での授業を大切にしていますか。77％が肯定的な評価
＊保護者アンケート
　・子どもに合った授業の進め方が工夫されていると思う。81％が肯定的な評価
　・子どもは授業を理解し，基礎基本的な学力が身についてきていると思う。66％が肯定的な評価。

	自己評価
	分析（成果と課題）
・少人数での授業形態を活かし，教職員が個々の学習状況に応じて適切に関わるように心がけている。しかしながら，不登校で合った期間が長かったり，不登校の原因の一つに学力の不振があったりすることもあり，なかなか基礎基本的な学力の定着に至っていない生徒がいる。本人以上の保護者の方も焦燥感として残っているように思われる。
・全国学力・学習状況調査の結果，国語はA，Bともに80％を超える正答率となり全国平均を上回っている。数学でも，A問題は全国とほぼ等しい正答率，B問題では9％高い正答率であった。また，質問紙によると，普段3時間以上家庭学習する生徒が36．4％いる。ただ，全く勉強しない生徒も18．2％いる。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・長期の不登校により，自己肯定感が低い生徒が多いと思われる。個に応じた授業を展開していても，教科によっては苦手意識を払拭でききれず，不登校の長期化につながる生徒もいる。欠席や授業への欠課が悪循環につながることを理解させるとともに，振り返り学習などによる補充学習の展開を心がける。
・教科感だけでなく，教科を超えたいろんな場面での生徒の情報を交換し，生徒の実態を共有しながら，授業の展開や補充学習の継続を試みる。
・学習の目当ての提示や授業のまとめを繰り返しすることで，よりわかりやすい授業の展開を図る。
・効果的な家庭学習の手助けを考え，学習の習慣づけを図る。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
長期の不登校により，基礎基本が未定着である生徒も多い。わかりやすい授業を工夫し，生徒が授業に参加しやすくなっているが，教科によっては他者とのコミュニケーションが苦手なために参加が難しくなったり，苦手意識を払拭し切れず，自信をなくしていたりと，個々が抱える問題にはいろいろある。今後も振り返り学習などを地道に続けたり，家庭学習の効果的な活用を考えたりすることが大切である。しかし，現行の課題設定をはじめ，主体的、対話的な学びは将来的には大きな力となると考える。

	
	評価日　　9月20日
	評価者　　学校評価委員会

	各種指標結果（２回目）
＊学習確認プログラム
　・SH･Tの時間や教科の時間を活用した学習会の実施が定着し，計画的な自主学習の習慣化につながった。しかしながら，1・2年生に関しては，学習に向けた意欲よりも精神的に不安定な部分が多い。
＊生徒アンケート
　・先生は授業をわかりやすくするよう工夫していますか。89％が肯定的な評価。
　・学校での授業を大切にしていますか。66％が肯定的な評価。
＊保護者アンケート
　・子どもに合った授業の進め方が工夫されていると思う。89％が肯定的な評価。(とてもそう思うと評価した保護者が41％，前回28％)
　・子どもは授業を理解し，基礎基本的な学力が身についてきていると思う。60％が肯定的な評価。)

	自己評価
	分析（成果と課題）
・心のケアが必要な生徒が多く，学習意欲の向上に繋げることが難しかった生徒もいる。より一層に自己肯定感を高めるためにも授業内容や方法の工夫が必要と考える。
・対話的な学びを多く取り入るや視覚に訴える教材の工夫をするなど授業内容は多く工夫をされてはいるが，基礎基本の徹底から見直す必要があるとも考える。
・不登校時代の学習内容の欠落も加わり，個々の学習経験の差は大きい。そんな集団の中での授業の展開は，単に教材の工夫ではない生徒の学習意欲に刺激を与える工夫が必要であると考える。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・個の実態を十分に見据えた上での授業計画に加え，ミーティングおよび学年会，教科会での情報共有から集団の力を生かした取組の実践を継続する。
・基礎基本的な学力の定着のためにも自学自習による家庭学習の習慣化にむけて，支援を続ける。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
・大半の生徒が基本的生活習慣が安定していない。精神面での支えを併せ持った学習の支援が必要である。
 総合育成支援員やSCからの専門的な助言を受けながら，目の前にいる生徒の困りを的確に判断し，手だてをすることで，生徒自らが自分で決めて実行に移す力をつけさせることが大切である。
・学習に対するエネルギーを蓄えるためにも，規則正しい生活習慣を定着させるとともに，寄り添いながら学習への支援を続ける。

	
	評価日　　　平成30年3月13日
	評価者　　学校評価委員会



（２）「豊かな心」の育成に向けて
	重点目標
安心して自信を持って主体的に学校生活を送れる、よりよい学習環境づくりを充実させる。
　　　互いに認め合い、切磋琢磨して向上しようとする、よりよい集団（仲間）づくりを発展させる。

	具体的な取組
・生徒一人一人の実態や課題の把握につとめ，学校における集団生活の中での生徒の心の安定を図る。そのために，カウンセリングの考え方や手法を取り入れ，生徒の人間関係づくりを進める活動や個別の相談活動などを通じ，多角的・総合的な支援を行う。
・日常の関わりの中で個々の生徒の課題を共通理解し、性教育や情報モラル教育等の充実とも合わせて、双方向のコミュニケーションを意識し、状況に応じた正しい言動で表現できる力を養い、他者とのつながりに自信がもてる働きかけを重ねていく。　
・教職員スタッフ全員が道徳の授業を行うことで、様々な内容・教材、そして指導者の思いを通して、人間として共に人権意識を高め、成長する。
・ＳＨＴで，「食教育」「保健指導」「係活動」を月１回，１ヶ月に１回定例で行う時間を確保する。
・生命の誕生について学習を深め，いのちの大切さを考える。お互いを尊重し，思いやりのある「男女の関わり」と豊かな人間関係を築く力を養う。

	（取組結果を検証する）各種指標
・生徒アンケート
　　＊あなたは学校の校舎や掲示板など身の回りのものを大切にしていますか。
　　＊学校の行事はあなたの役に立っていますか。
・保護者アンケート
　　＊学校行事は子どもの力を伸ばす為に役に立っていると思う。

	各種指標結果（１回目）
・生徒アンケート
　　＊あなたは学校の校舎や掲示板など身の回りのものを大切にしていますか。90％が肯定的な評価
　　＊学校の行事はあなたの役に立っていますか。91％が肯定的な評価
・保護者アンケート
　　＊学校行事は子どもの力を伸ばす為に役に立っていると思う。90％が肯定的な評価

	自己評価
	分析（成果と課題）
・自己有用感を感じる場，協働する中で自己存在感を認める場面を多く取り入れている。特に，縦割りでの話し合いや協力活動の場を意識的に増やすことで，先輩が後輩を，後輩が先輩を意識し，自信の回復へとつながっている。
・風夢風夢の時間等を活用し，様々な体験活動の発表の方法として掲示物を作成している。また，掲示物を使ってプレゼンテーション等の取組を行うことで，自分の考えを深めたりすることにつながっている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・コミュニケーション能力の不足から，集団での活動を苦手とする生徒もいる。スタッフが支援や補助に入ることで，生徒の安心感へとつなげ，人間関係作りを体験させる。
・LH･TやSH･T等における取組をより充実させ，生徒の主体的な活動を増やしていく。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
LH･Tや風夢風夢(総合的な学習)の時間での縦割りの活動は，生徒達の主体的な活動になっていると感じる。壁新聞やプレゼンテーションは回を重ねるごとに，中身も精選されているように思う。
縦割りでの学習や他のグループの発表を聴くことにより，他者を認める心や自己有用感を高めることにつながっていると感じる。


	
	評価日　　9月20日
	評価者　　　学校評価委員会

	各種指標結果（２回目）
＊生徒アンケート
　・あなたは学校の校舎や掲示板など身の回りのものを大切にしていますか。92％が肯定的な評価。
　・学校行事はあなたの役に立っていますか。89％が肯定的な評価。
　・あなたは学校の仲間を大切にできていますか。87％が肯定的な評価。
＊保護者アンケート
　・学校行事は子どもの力を伸ばす為に役に立っていると思う。93％が肯定的な評価。
　・子どもは学校の仲間を大切にしていると思う。89％が肯定的な評価。

	自己評価
	分析（成果と課題）
・生徒が主体的に取り組むことが出来る取組を通して，積極的な参加を成し遂げた生徒ほど自己有用感を強く感じている。教科での学習の成果を校舎内に掲示したり，授業内で級友の発言に耳を傾けることで，自らも相手を意識した言動をとる事ができる。特に，本校の伝統的な行事に向けた取組は，先輩が後輩を，後輩が先輩を意識し，相手に喜んでもらうという目標が主体的な行動につながっている。仲間や教職員の手を借りながらも，自らの役割に真剣に向かい，周囲からの評価がより次の行動への意欲となっている。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・集団での活動やコミュニケーションを苦手とする生徒が，一つ一つ役割をこなすことで少しずつではあるが自信をつけている。しかし，取組の流れに乗り切れない生徒が自らの行動に戸惑いを覚えている。集団行動での苦い経験を思い出し，かえって不安定になる事もある。生徒の集団としての実態，生徒一人一人の実態の見極め，手だてを心がける。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
・不安があると他者に責任を転嫁するなど，精神的な弱さが表面化する事もあるが，生徒の内面(本音)が出せる場を作ることが，生徒が成長する機会と捉え，根気強く支援を続けることが必要である。そのためにも，支援者側が生徒の細やかな変化に早い段階で気づき，細やかな配慮と支援を心がける。

	
	評価日　　3月13日
	評価者　　学校評価委員会



（３）「健やかな体」の育成に向けて
	重点目標
・自らの生活をふり返り，基本的な生活習慣を身につける。
・自らの身体の状態を知り、より健康なからだとこころを保てるよう調整する方法を知る。
・学習したことを継続的に実践することで、変化に気づき自信につなげられるようにする。正しい食事や運動，睡眠など調和のとれた心と体の健康の維持、増進に取り組むとともに、正しい情報モラルを身に付け、だれもが安心できる学校生活を守る。

	具体的な取組
・性感染症としてＨＩＶ／ＡＩＤＳの予防について理解を深め，性行動に対する適切な判断や意思決定が必要であることを理解する。
・保健の知識を深め、健康・安全に留意し、調和のとれた生活習慣を身につける。よりよい食習慣を形成することができるよう、家庭との連携のもと、学校での昼食を通じて「食に関する指導」の充実を図る。
・各ウイング担当と十分に連携をとり、給食実施生徒の実態の把握をする。
・１１月　健康月間「ブレインジム」エクササイズによる自然な動きを行うことにより，心身と脳のつながりを活発にする。（運動器の検診が必須項目となった為、健康診断の結果など関連性も含めて実施していく）→転入生などの人数を考慮し、実施困難な項目と判断された場合は、また改めて実践項目を考えていく。
効果は個人差がある。また、学習障害に対して効果もあるとの事だが、その機序についての論文は少なくエビデンスが整っているとはいえない面があり問題点も多い。・１１月　健康月間では「プレインジム」を取り入れ、エクササイズを通じて心身と脳のつながりを活発にする活動を体験する。
・楽しい会食を通じ、お互いを認め合い、好ましい人間関係を育てる。毎月１回、食教育だよりを発行する
・校内の危険箇所，用具などの点検及び整備をする。・学校付近の危険箇所の把握。
・防災訓練の実施，全校生徒，教職員と共に校内避難経路の確認を行う。

	（取組結果を検証する）各種指標
・生徒アンケート
　＊あなたは自分の学校生活を大切にできていますか。
・体育の授業の参加状況

	各種指標結果（１回目）
・生徒アンケート
　＊あなたは自分の学校生活を大切にできていますか。80％が肯定的な評価
・体育の授業の参加状況
　＊各自の力に応じて，参加している。

	自己評価
	分析（成果と課題）
・全国学力・学習状況調査の生徒質問紙によると，調査対象者のほぼ全員が同じぐらいの時間に寝たり，起きたりしている。安定した登校ができている生徒は，学校生活を大切にしていると答える率が高く，何らかの要因で登校が難しい生徒は，学校生活を大切にできていないと感じている率が高い。
・体育の授業などは，経験不足や苦手意識から授業への参加に二の足を踏む場面もあるが，教科を超えてスタッフが授業の支援に当たることで，「楽しさ」を感じさせることができた。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・様々な要因から登校が難しい生徒が多い。性急な結果を求めず，本人や保護者の心に寄り添いながら，個々の状況に応じた学校生活を送らせていく。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
様々な要因から登校自体が難しい生徒がいるが，教科担当だけでなく，全教職員での協力・支援体制は本校ならではのことである。毎日の健康観察を始め，振り返りを書く，それに対しウイング担当のスタッフがコメントを書くという，会話だけでない交流をすることで，精神的な安定を促し，生活のリズムを整えることにつながっていると感じる。性急に答えを導くのではなく，じっくりと個々の現状を見据えた対応を今後も続けることが大切である。

	
	評価日　　　9月20日
	評価者　　　学校評価委員会

	各種指標結果（２回目）
＊生徒アンケート
　・あなたは自分の学校生活を大切にできていますか。85％が肯定的な評価。
＊保護者アンケート
　・子どもは楽しく学校に通っているように思う。90％が肯定的な評価。
　・子どもは自分の学校生活を大切にしていると思う。86％が肯定的な評価。

	自己評価
	分析（成果と課題）
・健康月間での「正しい歩き方・姿勢」の学習では，正しい姿勢が精神面を強くすることにつながるということを学習した。教育ヨガの学習なども生徒の体を動かすことへの抵抗感をなくすことにつながったように思う。心身と脳のつながりを意識することで，日常の基本的な生活な大切さに意識を高めることにもなった。様々な要因から登校が難しく，不登校を経験した生徒達ではあるが，心身の健康がいろんな取組に主体的に取り組める力へとつながり，他者の支援の受けながら自らが成長することへの自覚を高めるとともに，生徒どうしがお互いを認め合い，好ましい人間関係を育てる。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・昼食時の会話は本来楽しいものである。ただ食を共にするだけでなく，お互いへの心遣いができる会話が出来るように，教職員スタッフの支援が必要である。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
・精神的な不安定さや理不尽なことからのストレスを経験している生徒が多い。集団の枠の中に無理に押し込めるのではなく，自分の居場所としての意識を高めることができるよう，ゆっくりと支援を続けることが肝要である。

	
	評価日　　　3月13日
	評価者　　学校評価委員会



（４）学校独自の取組
	重点目標
　・登校支援の充実

	具体的な取組
　・基礎基本の定着を重視し、少人数での授業を行い、個別の学習教材を併用するなど一人、一人の段階に応じたきめ細かな補充的な学習を工夫しています。
　・民間団体や大学などと連携した体験活動，京都の特性を生かした芸術・ものづくりなどの多様な創造活動を実施します。
　・＊教科等の新設や統合をはじめとする柔軟で特色ある教育課程を編成しています。
　・スクールカウンセラーを中心とする充実した教育相談体制，総合育成支援員，学生ボランティアの配備など，一人一人の子どもの立場に立った心のケアを実施する。
　・一人一人の子どもたちが安心して過ごせる「居場所」をつくりだすために、お互いの「困りごと」を理解しあえる関係（つながり）を大切にできる「枠組み」づくりや個々の生徒に応じた指導対応のあり方を工夫していきます。
　・職員会議・研修会の場において個々の生徒の状況を確認する。

	（取組結果を検証する）各種指標
・生徒アンケート
　＊先生はあなたの話をよく聴いてくれていますか。
　＊学校はあなたの暮らしやすい場所になっていますか。
・保護者アンケート
　＊子どもは楽しく学校に通っているように思う。
　＊保護者にとって，学校は子どものことについて相談しやすい雰囲気であると思う。

	各種指標結果（１回目）
・生徒アンケート
　＊先生はあなたの話をよく聴いてくれていますか。…97％が肯定的な評価
　＊学校はあなたの暮らしやすい場所になっていますか。 …84％が肯定的な評価
・保護者アンケート
　＊子どもは楽しく学校に通っているように思う。 …81％が肯定的な評価
　＊保護者にとって，学校は子どものことについて相談しやすい雰囲気であると思う。 …97％が肯定的な評価

	自己評価
	分析（成果と課題）
・職員会議や研修会だけでなく，生徒の状況の確認や共通理解を常に心がけ，担当だけでなく，組織として個々の生徒や保護者にあたることを心がけてきた。
・傾聴には時間を要する。またタイミングというものもある。その兼ね合いをうまく図りながら，個々に応じた対応を心がける必要がある。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・生徒・保護者だけでなく，教職員もカウンセリングを効果的に活用する。
・生徒の定期的なSCと関わる機会を設ける。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
日々、試行錯誤しながら生徒や保護者との対応にあたっている。教員，養護，SC，専門主事などと学校の全ての教職員が，生徒一人一人に寄り添う姿勢を続けることが，生徒のみならず，保護者への安心感につながっている。不登校を経験したということからも，学校での学び直しを強く願っている。集団生活から社会生活につながる力をつける登校支援を続けていくことが今後も必要と考える。また，SCの活用など専門家との連携も重要なことと考える。

	
	評価日　　　9月20日
	評価者　　学校評価委員会

	各種指標結果（２回目）
＊生徒アンケート
　・先生はあなたの話をよく聴いてくれますか。94％が肯定的な評価。
　・先生は生徒のことを理解しようとしていますか。95％が肯定的な評価。
＊保護者アンケート
　・子どもにとって，先生と話しやすく相談しやすい雰囲気であると思う。96％が肯定的な評価。
　・子どもは楽しく学校に通っているように思う。90％が肯定的な評価。
・保護者にとって，学校は子どものことについて相談しやすい雰囲気であると思う。90％が肯定的。

	自己評価
	分析（成果と課題）
・日常的に生徒の状況の確認や手だての方法を共通理解している。全教職員が生徒の現状を知っていることで，迅速に生徒の困りに寄り添えるようにしている。
・生徒の精神面の安定を図るためにも，生徒の家庭での様子を合わせて知る事で，より的確な支援につながる。保護者との連絡を密に取るだけでなく，保護者自身の困りにも寄り添いながら，助言や支援をすることが，生徒自身への手だてにもつながる。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・カウンセラーを囲む会を開催し，保護者の心のケアを継続しているが，実際に参加してもらいたい保護者こそなかなか参加出来ていないのが現状である。日常的に連絡をとりながら，学校と保護者が同方向を向いた生徒への関わりを続けることが必要と考える。

	[bookmark: _GoBack]学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
・心療内科や精神科による専門的な手だてが必要な生徒もいるが，いずれにせよいかに子どもの現状を正確に判断できるかが大切である。

	
	評価日　　3月13日
	評価者　　　学校評価委員会



